第２学年○組　　道徳科学習指導案
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 平成○年○月○日　○曜日　第○時

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　 　 指導者　○　○　○　○　印　　　　　
１　主　題　名　　　大切に育てよう　　Ｄ－（18）自然愛護
２　主題設定の理由

(1)　価値観

人間は，自然の中で動植物とともに生きる存在である。昔から，自然と一体になりながら動植物を愛護し，豊かな情操を育ててきた。しかし，現代は物が豊かにあり，便利になる一方で，環境が破壊され，生物の減少が懸念されている。よって，豊かな自然を守り，動植物を愛し大切にしようとする態度は，現在特に身に付けなければならないものである。そこで，低学年のこの時期に，動植物のもつ生命力やともに生きていることの愛おしさなどを感じることによって，それらを大事に守り育てようとする気持ちを育てたいと考えた。

 (2)　児童観

本学級の児童は，年度初めにトマトやさつまいもの苗を植え，世話と観察を続けている。植物の苗を植え
るときは，誰もが大きくておいしい実を育てようと張り切って取り組むことができていた。しかし，朝や休み時間に水をあげることを忘れて遊んでしまうなど，大切に世話をすることができない姿も見られるようになってきた。そこで，動植物とどのように関わっていくべきなのかを考えさせ，動植物に親しみ，大切にしていこうという気持ちを育てたいと考えた。
(3)  教材観

本教材は，動物園に行く日と，花の苗に水をやる当番の日と重なってしまって思い悩む主人公の姿を描い
たものである。揺れ動く主人公の気持ちを探ることは，植物を大切に育てるとはどういうことなのかを考えさせるのに適している。また，おいしそうに水を吸っている苗の様子を見せることで，小さな植物の生命力を感じとらせ，植物に優しく接していく心を育てたい。
３　本時のねらい
　ｏ身近な動植物の大切さに気付き，優しい心で世話をしようとする気持ちを育てる。
４　準備・教材
　ｏ中心教材名「花だんとうばん」　　出典「あかるいこころ」（愛知県教育振興会）
　ｏ教師……トマトの鉢，場面絵，ネームカード
５　関　　連

　道徳　「ぼくの犬　ラブ」（優しい心で世話をしよう）
６　学習指導過程

	段

階
	学　　習　　活　　動
	時

間
	指　導　上　の　留　意　事　項

	方向付け
	１　育てている野菜の鉢を見て，様子を話し合う。

　・たくさん葉っぱがついてきた。

　・大きくなってきた。

　・おいしそうな実がなっている。
	３
	ｏ話し合いができるように，座席をコの字型の隊形にしておく。
ｏ実際に育てている野菜の鉢を提示して，様子を発表させる。

	価　値　の　追　求・　把　握
	２　教材「花だんとうばん」を読んで話し合う。


・きれいな花が咲くといいな。

　・一生懸命お世話をしよう。

　・早く大きくなるように，水をしっかりあげよう。
	７
	ｏ範読をし，場面絵を用いてあらすじを確認する。
ｏ期待をもって苗を植えているとし子の気持ちに共感させる。

ｏ意欲的に花の世話に取り組もうとしているとし子の気持ちを捉えさせる。

	
	
	10
	


	価　　　値　　　の　　　追　　　求　　　・　　　把　　　握
	
　・早くコアラが見たいな。

　
　・動物園に行きたいな。一日くらい大丈夫。
・動物園から帰ってきてから水をやろう。

・枯れたら私のせいになる。

　・みんなで植えたのに，枯らしてしまったらどうしよう。

　・花が枯れたらかわいそうだから，早く戻って水をあげよう。


　・枯らさなくてよかった。
・きっと水を欲しがっていたんだろうな。

　・戻ってきて，水をあげてよかった。

　・しっかりお世話をしなければいけないな。

　・これからもお世話をがんばろう。
	13
	ｏ動物園に行くことをとても楽しみにしていて，うきうきしているとし子の気持ちを強調し，時間はかけずに軽く押さえておく。

	
	
	30
	ｏ思い悩むとし子の気持ちを想像させる。

ｏ役割演技をさせ，不安と喜びの中で悩むとし子の気持ちを話し合わせる。


ｏおいしそうに水を飲んでいる花の様子や，みんなの楽しそうな顔を場面絵で示し，とし子の気持ちを想像させる。

評とし子さんの気持ちを想像することで，心を込めて植物の世話をすることの大切さに気付くことができる。　　　　　　　　　　　（発表）
ｏ花だけでなく，飼育した動物や昆虫，自然でもよいこととする。

評動植物をかわいがり，大切に世話をしていこうという気持ちをもつことができる。　　（発表）

	
	
	35
	

	価 値 の 自 覚
	３　気付いた価値を基に，自分を見つめる。
　・枯らさないように育てよう。
　・散歩やえさやりを忘れないようにしよう。

　・水をしっかりあげよう。

・毎日忘れずにお世話をしよう。
	40
	

	まとめ
	４　児童の日記を聞く。
	45
	ｏ虫や植物を大切に育てている児童の日記を紹介する。


７　本時の評価

　ｏ自分の身近にいる動植物を大切にすることのよさを感じ，優しい心で接していこうとする気持ちをもつことができる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（発表）
８　備　　　考
　ｏ中心部分では，教師が弟役となって実際に児童に声をかけ，その時の主人公の気持ちを考えさせる。また，ネームカードを利用して児童の考えを板書で整理し，似た意見や違う意見を出させ，話し合いを深める。
ｏ終末で，動植物に愛情をもって育てている児童の日記を読み聞かせ，多くは語らずに余韻をもって終わる。

ｏ生活科で育てている野菜の観察を継続して行い，本時の指導と関連づけて，大切に世話をすることの必要性を感じとらせ，生長の喜びを味わわせる。

９　指導と評価
花の苗を植えているとき，とし子さんはどんな気持ちだったでしょう。





動物園に行くとき，とし子さんはどんな気持ちだったでしょう。





弟に「一日ぐらい水をやらなくてもだいじょうぶだよ。」と言われたとき，とし子さんはどんな気持ちだったでしょう。





花の苗がおいしそうに水を飲んでいるように見えたときのとし子さんは，どんな気持ちでいるでしょう。








補家を出て30分も経っているから，戻るのは大変ではないでしょうか。


補だまりこんで涙を流すとし子さんは，どんな気持ちで悩んでいるのでしょう。











今まで花を育てたときや生き物の世話をするとき，どんな気持ちでやってきましたか。








道小－12
道小－13

